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東京都立墨田川高等学校

１ 学校の概要

所在地・電話番号 〒１３１－００３２

所在地：東京都墨田区東向島３－３４－１４

：０３－３６１１－２１２５TEL

児童・生徒数 学 年 生徒数 学級数

(平成 年 月 日現在)15 5 1

男 女 計

第１学年 １４３ １８２ ３２５ ８

第２学年 １３５ １７５ ３１０ ８

第３学年 １５６ １６６ ３２２ ８

計 ４３４ ５２３ ９５７ ２４

教員数 ５８ 名

学校・地域の いわゆる下町に位置し、生徒は庶民的な環境の中で

教育的環境 自由闊達に高校生活を送っている 昔から 七高 な。 「 （

なこう 」の愛称で呼ばれ、地域に密着した学校運営）

がなされている。３年前に都立初の進学型単位制に

移行し、生徒が自らの進路にあわせて自由な時間割

で学習を進めている。
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２ 研究成果の概要

（１）研究主題

著作権を生徒が自分の問題としてとらえその意義や必要性を理解する指導。

（２）研究のねらい

、 、社会の情報化の特徴のひとつとして 多くの著作物がディジタル化されており

容易にそれらの複製を作成できることを理解させる。さらに、無断で著作物を複

製することが著作者にどのような影響を与えるかについて自分のこととして考え

させ、著作権の仕組みとその存在意義について理解させる。著作権法を難しい条

文として捉えるのではなく、身近に発生する諸問題を解決するためにどのような

役割をしているかを考えることで、他人の権利のみならず自分の権利も守られる

。 、 、ということを意識させる このために 著作権に関連する各種の事例を調査させ

それに類した事例を自分の身の回りで見つけることで、生徒相互で著作権の聖心

について教え合うという指導を試みる。

（３）研究の概要

本年度は、年度途中で協力校要請の依頼があったため、学校全体で取り組む

というところまでには至らなかった。具体的に、研究担当者が担当している選

「 」（ ） 、 、択講座 コンピュータ 週２単位×３講座 において 著作権についての解説

「著作権クイズ」の実施、および生徒による「著作権クイズ」の作成と解答を

実施した。

当該講座においては、年度当初に著作権についての指導を実施済みであり、

著作権の概要については既知の状態で研究が開始された。

著作権について復習をした際に、年度当初の座学による著作権学習の内容が

あまり定着していないことを発見し、あらためてインターネットを利用して具

。 「 」 、体的な事例を用いて指導することにした その過程で 著作権クイズ を行い

生徒の意欲を引き出す工夫を行った。さらに、インターネット上にある情報モ

ラルの学習サイト（ ネット社会の歩き方」など）や、文化庁のサイトで提供さ「

れている「著作権教育用ソフトウェア」などを利用することで、種々の事例を

表面的に捉えるだけでなく、その背景にある社会的事情や著作権の役割などを

理解させることにした。

以上の準備段階を経て、生徒自らがオリジナルの「著作権クイズ」を作るこ

とにした。その際、単にクイズを作るだけでなく、その解答の意味や背景にあ

る社会的な意味を他人に説明できるという条件を付けた。集めた「著作権クイ

ズ」は生徒全員が解答することとし、全員参加の協同型学習を目指した。
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（４）研究の成果

研究期間が短かく計画的な研究が難しかったため得られた成果は少なかった

ものの、次年度以降の見通しといくつかの課題を得ることができた。

以下、本研究で得られた成果と今後の課題について示す。

【研究の成果】

( ) 著作権の必要性を実感するきっかけを与えられた1
「人が嫌がることをしない」という理解しやすい理由から始めることで、著

作権問題の有無を身の回りの事例から判断できるようになった。

( ) 情報の発信において著作権を意識できるようになった2
授業において ページによる情報発信を行う際に、インターネット上かWeb

。ら入手した画像や文章について著作権や肖像権について意識するようになった

許諾の必要性や引用の明示など、不明な点は随時教師に相談する態度が身に付

いた。

( ) 「著作権クイズ」を自作することで著作権を身近なものにできた3
生徒自らが著作権クイズを作るという作業を通して、著作権法という難解な

話題を身近なものとして感じることができた。また、解答に対する理由を他人

に分かりやすく説明することで、本当の意味の理解を深めることが可能になっ

た。

( ) 文化庁のサイトを活用できた4
昨年末から今年にかけて、文化庁のサイトにある「著作権～新たな文化のパ

スワード～」が充実したため、そこからダウンロードして使える「著作権教育

用ソフトウェア」や各種の解説ページを教師や生徒が活用ができた。

【今後の課題】

( ) 発達段階に応じた著作権教育の検討1
情報教育の普及にともない、著作権教育ははやい段階で実施されることにな

る。しかし、著作権についての指導は細々とながらも永続的に行うべきで、波

立段階に応じた適正な指導内容が検討されるべきだと考える。そのためにも、

小中高の間で著作権教育に関する連携をとり、無駄のない効率的な指導を模索

すべきであると考える。

( ) 著作権に関する実践的な実習の検討2
今回は、インターネットの学習サイトを利用して自学自習させたり 「著作権、

クイズ」を自作したりといった実習を行ったが、今後は、著作権者に対して使

用許諾をとる活動や、著作権に対する意識調査などを、より実際的な活動を通

して高校生に適した実習を検討すべきと考える。

( ) さまざまな教科における著作権指導についての検討3
情報や倫理などの教科に限らず、さまざまな教科における著作権指導の可能

性を検討すべきだと考える。ややもして教員自身が著作権を侵害している場面

が見られるが、教師自らが著作権についての見識を深め、各自の教科において

積極的に著作権についての指導を行えるようにすべきと考える。

( ) 文化庁のサイトの利用推進4
前述した文化庁の著作権関連ページについての認知度が低いため、これを広

く普及し、生徒指導や学校運営に役立たせる方策を立てる必要がある。
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著作権指導

平成１６年２月１０日

東京都立墨田川高校

小 泉 力 一

【指導計画】

科目名 選択講座「コンピュータ」

項目名 情報社会における著作権の意義と必要性を理解する

目標 著作権の意義と必要性を身近な事例で理解する

第１時限 著作権の歴史、情報のディジタル化による安易な複製の

～第２時限 実態、複製権の乱用と著作権の保護について理解する。

指導計画

第３時限 「人からされたら嫌だと思う」という観点で身近に起こ

～第４時限 りうる著作権侵害に注目し 「著作権クイズ」を作ること、

で理解を深める。

留意点 著作権を一方的に説明するだけではなく、身近な例を基にクイズを作る

ことで、著作権を自らの問題として考えられるようにする。

【指導案】

１．科目名

択講座「コンピュータ」

２．本時の目標

身近な事例で「著作権クイズ」を作成し、それをクラス全員に出題することで著作権に

。 、 、関する議論に全員を参加させる また 問題には解答だけでなく解説も用意させることで

著作権の仕組みについても理解させる。

３．本時の評価

各自の作った問題を全員が解答し、その正誤により著作権の理解を自己評価する。
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４．第３時限および第４時限の指導過程

過程 学習内容 教師の活動 生徒の活動 留意点 時間

導入 作業の内容を確認 作業内容の説明 コンピュータに 採点は自己 分5
し、その目的を理 と、クイズの採 ログインしてイ 申告で行う
解する。 点方法の説明を ンターネットに ことを指示

行う。 よる情報収集の する。
準備を行う。

展開 著作権についての 著作権の概要を 随時指示された 問題作成に 分20
復習。 プレゼンテーシ ＵＲＬにアクセ つながるよ

ョンする。 スしながら著作 うなヒント
著作権のまと 権の概要を理解 を随時提示"
め 参照 する。 する。.ppt"

著作権に関する情 机間巡視して随 インターネッ 分20
報の収集。 時アドバイスを ト、テキスト、

行う。 その他を利用し
て、クイズに関
連しそうな話題
を収集する。

（休憩） 分10
問題の作成。 机間巡視して随 著作権に関す 既存の問題 分20

時アドバイスを る 問題 正解 を参考にし、 、 、
行う。 解説を作成す た場合は、

る。結果は担当 その情報源
者に提出する。 を明記させ

る。
問題の集約。 提出された問題 担当者に問題を 分5

をプレゼンテー 提出する（本時
ションソフト等 の授業では電子

）。でまとめる。 メールを使用
クイズの実施、採 集約した問題を 提示された問題 事前に解答 分15
点、解説。 一斉提示し、一 の解答を解答用 用紙を配布

問ずつ解答させ 紙に解答し、正 する。必要
ながら解説を行 解の提示を受け に応じて解
う。 て自己採点す 答に対する
著作権クイズ る。 異論を受け"
参照 付け、随時.ppt"

議 論 を 行
う。

まとめ 著作権は、単に法 著作権に関 分5
律として守るだけ 係した問題
でなく、社会生活 には、簡単
のルールとしてと に結論が出
らえ、実際的な場 ないものも
面で判断すること あることを
が大切であること コメントす
を理解する。 る。
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